
ＪＡＳ構造材利用拡大事業
に関する説明会

（一社）京都府木材組合連合会



2018年度 ＪＡＳ構造材を使用した非住宅物件が補助対象となります。

【事業の流れ】

林野庁資料より抜粋【事務局】 一般社団法人全国木材組合連合会

Ｈ29年度補正予算・Ｈ30年度当初予算にて、構造材にＪＡＳ構造材を活用する
非住宅物件の実証的取組みに対し、構造材の調達費用の一部を助成します。

ＪＡＳ構造材 活用宣言 ＪＡＳ構造材 個別実証支援

宣言の申請 登録 物件の申請 交付申請 助成金交付

構造材に
ＪＡＳ構造
材を利用

非住宅
物件

（１）JAS構造材活用宣言事業

工務店等木材の実需者や発注者における、ＪＡＳ構造材（無垢製材、ＣＬＴ）
を積極的に活用する気運を高めるため、「ＪＡＳ構造材活用拡大宣言」運動
を展開する普及活動を支援します。また、宣言を行った事業者を登録・公表
し、成果の見える化を図ります。

①実需者
・設計者：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ活用設計宣言

・工務店：ＪＡＳ無垢材利用率アップ宣言

・流通業者：ＪＡＳ無垢材常時取扱宣言
・プレハブ建築業者：ＪＡＳＣＬＴ利用拡大宣言

②発注者
・サービス産業の企業

：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ活用店舗拡大宣言

・倉庫オーナー
： ＪＡＳ無垢材活用倉庫建設宣言

③木材加工業者
・製材業者：ＪＡＳ無垢材増産宣言
・プレカット業者

：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ利用拡大宣言

国、都道府県、
業界団体等
による

ＪＡＳ構造材活
用の働きかけ

業界紙等に

よる呼びか
け

ＪＡＳ構造材活用拡大宣言
（イメージ）

ＪＡＳ構造
材の消費
拡大

低コスト・安定
的な生産・加
工・流通によ
るＪＡＳ構造材
の供給拡大

（1）の登録事業者（建築業者）が、木造非住宅分野を中心にＪＡＳ構造材
を活用して、今後類似事例の拡大が期待できる建築を実証的に行う場合、
ＪＡＳ構造材の調達費の一部を支援します。

（２）JAS構造材個別実証支援事業

JAS構造材を用いて設計・建築等が行われる店舗、事務所、倉庫、工場
等の非住宅建築への実証支援
（現場の施工性や気づきの点等のレポートの作成・提出も必要です。）



・低層主体の住宅分野では、木造の比率が６割以上（１～３階だけだと８割以上）

・一方、非住宅分野では中高層の木造率は１％ほどで、１～３階だけでも１５％程度と
なっている。

住宅 非住宅
階層別・構造別の着工建築物の床面積（Ｈ２８年）

事業の背景と目的～なぜＪＡＳ構造材なのか～

資料：国土交通省「建築着工統計」（平成28年）
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・非住宅建築においては、厳密な構造計算が必要
・構造計算に対応できる木材の現状は構造計算、集成材、合板は格付の量・率とともに高水準
一方で、一般製材（特に機械等級区分製材）・２×４材・ＣＬＴ材はまだ格付実績が低位である。

格付実績が低位製材等のＪＡＳ格付率（推計）

資料：国内流通量は農林水産省「木材需給報告書（Ｈ２７）」、格付量は農林水産省業務資料
注： ・２×４の国内生産量はＪＡＳ格付量とし、不明分は（－）とした

・合板の生産量は普通合板及び特殊合板の合計 ・ＣＬＴ生産量は、日本ＣＬＴ協会調べ
・統計データの集計期間は異なる（国内流通量は暦年、格付量は年度）

・構造計算に対応できる一般製材（特に機械等級区分製材）・２×４材・ＣＬＴの格付実績
を引き上げ、流通量を増やして消費を拡大を目指す。

事業の背景と目的～なぜＪＡＳ構造材なのか～



事業のポイント

①
なぜ

ＪＡＳ構造材
なのか。

②
2階建ての
事業

③
活用宣言

④
実証支援

・ＪＡＳ構造材の種類

・事業の対象者
（工務店やゼネコン等）

・対象物件

・金額

・事業の流れ

・提出物

・日程

・宣言と目標

供給側と使う側の

「にわとり・たまご
の関係」

非住宅物件の木造化

ＪＡＳ構造材の

『見える化』
と

『お試し』

押さえるべきポイント

ＪＡＳ構造材

事業の目的



スケジュール

・個別実証支援の助成金交付申請 受付締切 平成３０年１２月２１日

・活用宣言の受付開始 平成３０年５月１日 ⇒ 受付締切 平成３１年３月２９日

活用宣言

個別実証支援

・個別実証支援の物件の申請
受付開始 平成３０年５月３１日 ⇒ 受付締切 平成３０年１０月３１日

H30.5.1 H30.6.1 H30.7.1 H30.8.1 H30.9.1 H30.11.1 H30.12.1 H31.1.1 H31.2.1 H31.3.1H30.10.1

ＪＡＳ構造材活用宣言事業者への登録募集期間

H30.5.1 H30.6.1 H30.7.1 H30.8.1 H30.9.1 H30.11.1 H30.12.1 H31.1.1 H31.2.1 H31.3.1H30.10.1

ＪＡＳ構造材活用宣言事業者への登録募集期間



ＪＡＳ構造材活用宣言事業



（1）ＪＡＳ構造材活用宣言事業

工務店等木材の実需者や発注者における、ＪＡＳ構造材（無垢製材、ＣＬＴ）を積極的に活用する
気運を高めるため、「ＪＡＳ構造材活用拡大宣言」運動を展開する普及活動を支援します。
また、宣言を行った事業者を登録・公表し、 成果の見える化を図ります。

①実需者
・設計者：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ活用設計宣言
・工務店： ＪＡＳ無垢材利用率アップ宣言
・流通業者： ＪＡＳ無垢材常時取扱宣言
・プレハブ建築業者：ＪＡＳＣＬＴ利用拡大宣言

②発注者
・サービス産業の企業

： ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ活用店舗拡大宣言
・倉庫オーナー： ＪＡＳ無垢材活用倉庫建設宣言

③木材加工業者
・製材業者： ＪＡＳ無垢材増産宣言
・プレカット業者：ＪＡＳ無垢材・ＣＬＴ利用拡大宣言

国、都道府県、業界団体等に
よる

ＪＡＳ構造材活用の働きかけ

業界紙等に
よる呼びかけ

ＪＡＳ構造材活用拡大宣言
（イメージ）

ＪＡＳ構造材の
消費拡大

低コスト・安定的な生産・
加工・流通によるＪＡＳ構
造材の供給拡大



■宣言・登録を行うことができる事業者は、以下の民間事業者

・施工業者（工務店、ハウスメーカー、ゼネコン、大工工事業等）

・設計者、設計事務所

・木材流通業者（製品市場、プレカット工場 等）

・製造者（製材工場 等）

・店舗や倉庫、事務所等のオーナーなどの発注者

※法人（本社）単位で登録

活用宣言

ＪＡＳ構造材活用拡大宣言
・宣言（キャッチコピー）

・目標数値

登録 ＨＰ上に
公表



■提出する資料
・ JAS構造材活用拡大宣言登録申請書（様式１号）

・誓約書（様式２号）

・提出企業の概要がわかる資料

（株主総会資料、会社概要など）

■募集期限

平成３０年５月１日～平成３１年３月２９日

■提出先

一般社団法人 全国木材組合連合会

活用宣言



■事業の流れ

ＪＡＳ構造材の活用に
関わる

施工業者

ＪＡＳ構造材の活用
に関わる
その他事業者
・製材工場
・木材流通業者
・設計事務所

など

事務局

活用宣言
登録申請書 の提出

審査

登録
・

HPにて公表登録 の通知
（＋宣言事業者№）

施工業者（工務店 等） 申請

（受付）
（一社）全国木材組合連合会

・製材工場
・木材流通業者 など

・設計事務所

活用宣言



■ＪＡＳ構造材活用拡大宣言登録申請書①

・宣言文について

ＪＡＳ構造材の利用量の拡大等を、
イメージできるキャッチコピーを作成
してください。
例①（工務店の場合）

「ＪＡＳ構造材 利用率アップ！！」
例②（設計事務所の場合）

「無垢ファースト設計！」
例③（製材工場の場合）

「ＪＡＳ構造材増産宣言！」
例④（木材流通業者の場合）

「ＪＡＳ構造材常時取り扱っています」
例⑤（発注者の場合）

「ＪＡＳ構造材（ＣＬＴ）を使った
倉庫建設宣言」

活用宣言

3年程度の期間の
具体的な数値目標を明記する。



・基本情報（「事業者名」、「代表者名」、
「住所」、「電話番号・FAX番号」は必ず
明記してください。

・事業者の主な業態によって
「2-1. 供給事業者企業情報」か
「2-2. 利用事業者企業情報」を
選択して明記してください。
（両方当てはまる場合は兼用も可）

業態

供給事業者 木材市場業

流通業

製材業

プレカット業

利用事業者 建築物発注者

設計者

施工者

活用宣言 ■ＪＡＳ構造材活用拡大宣言登録申請書②



■ホームページにて公表

一般社団法人全国木材組合連合会が設置するホームページで、
（https://www.jas-kouzouzai.jp）宣言を行い登録された事業者の
詳細・宣言内容を公開します。

＜ホームページのイメージ＞

TEL 対応品種

FAX 対応サイズ

〒

〒

〒

〒

〒

〒

5

6

2

4

宣言文

3

1

登録No 事業者名 担当者名住所 業種

※宣言事業者には、必要に応じて宣言後の目標に対する成果の報告をいただきます。

活用宣言

https://www.jas-kouzouzai.jp/


活用宣言

自社のホームページに掲載

または

印刷して事務所に掲示する。

登録の通知（様式３号＝宣言事業者Ｎｏが
入った審査結果通知書）が届いたら、
宣言事業者が自ら様式４号に移記して

■自社ホームページ等でＰＲ



ＪＡＳ構造材個別実証支援事業



JAS構造材を用いて設計・建築等が行われる
店舗、事務所、倉庫、工場等の非住宅建築への
実証支援
（現場の施工性や気づきの点等のレポートの作成
・提出が必要です。）

（２）JAS構造材個別実証支援事業

（1）の登録事業者（建築業者）が、木造非住宅分野を中心にＪＡＳ構造材を活用して、今後類似
事例の拡大が期待できる建築を実証的に行う場合、ＪＡＳ構造材の調達費の一部を支援します。

物件の申請 助成金の交付申請（レポートの提出） 助成金交付事業の実施 ⇒ 上棟



■当事業における「ＪＡＳ構造材」

①製材ＪＡＳのうち 機械等級区分構造用製材

②２×４工法構造用製材ＪＡＳ

（枠組工法構造用製材ＪＡＳ、枠組壁工法構造用たて継材ＪＡＳ）

③ＣＬＴ ＪＡＳ（直交集成板）

■ＪＡＳ構造材の種類個別実証支援

※すべて、合法性を確認した木材であること。
「クリーンウッド法」による登録木材関連事業者が合法性を確認したものであること。
ただし、平成30年度は「林野庁ガイドライン」による合法木材認定供給事業者が合法性を確認したものでも可。



■個別実証支援の申請を行うことができる事業者は、
以下の民間事業者

・宣言・登録を行った事業者のうち、

工務店・ハウスメーカー・ゼネコン・大工工事業等の施工業者

※上記施工業者と連名で、
宣言・登録を行った
・設計者、設計事務所
・木材流通業者（製品市場、プレカット工場 等）
・製造者（製材工場 等）

が申請することも可能です。

■事業の対象者個別実証支援



■１事業者が申請できる物件の数

• 実証支援の申請は

１事業者あたり５物件まで

※ただし、他の宣言事業者と連名で応募する場合は別の実施事業者
として扱うこととします。

例：
パターン① Ａ工務店単独での申請 5物件まで
パターン② Ａ工務店＋Ｂ製材の連名での申請 別に５物件まで
パターン③ Ａ工務店＋Ｃ設計事務所の連名での申請 別に５物件まで
パターン④ Ａ工務店＋Ｂ製材＋Ｄプレカット工場の連名の申請

さらに別に５物件まで申請することができます。

■事業の対象者個別実証支援



■個別実証事業に申請できる物件①

• 建築基準法第15条第１項の規定による建築工事届を提出し、
且つ次の要件を満たす物件とします。

• ア）建築工事届の建築主が国、都道府県、市町村に該当しな
いもの。

• イ）建築工事届の主要用途が居住専用に該当しないもの。

• ウ）建築物において基礎より上部の部分において、本事業以

外の国からの助成を受けていないもの。

■事業の対象物件個別実証支援



■個別実証事業に申請できる物件②

• エ）公共建築物等における木材利用の促進に関する法律（平成22
年法律第36号）の第2条(2)で定める『 （２）国又は地方公共団体以

外の者が整備する（１）に準ずる建築物（非住宅物件）』は申請でき
ません。（以下の①～⑦）

【公共建築等における木材利用の促進に関する法律で対象となる」建築物の例】

①学校

②老人ホーム、保育所、福祉ホーム

③病院又は診療所

④体育館、水泳場その他これらに類する運動施設

⑤図書館、青年の家その他これらに類する社会教育施設

⑥車両の停車場等の建築物で旅客の乗車・待合用に供するもの

⑦高速道路の通行車または利用者の利便に供する休憩所

■事業の対象物件個別実証支援



（１）機械等級区分構造用製材の実証支援額

構造部の柱・梁桁・土台に使用されたJAS構造材「機械等級区分構
造用製材」の調達費

※柱材での使用は必須（一部のみの使用でも可）

①申請時に予定していた助成対象木材を使用する階ごとの

床面積の合計（住宅部分を除く）に2,000円／㎡を乗じた金額

②助成対象木材を実際に使用した階ごとの床面積の合計（住宅

部分を除く）に2,000円／㎡を乗じた金額

③助成対象木材の調達費

（JAS構造材の材料費およびそれに係る加工費、運搬費）

上記①と②と③を比べて、最も低い金額を助成額とする。

（1,000,000円を上限とする。）

■実証支援額個別実証支援



（２）２×４工法構造用製材の実証支援額
（枠組工法構造用製材、枠組壁工法構造用たて継ぎ材）

構造部に使用されたJAS構造材「２×４工法構造用製材」の調達費

①物件申請時に予定していた助成対象木材を使用する階ごとの

床面積の合計（住宅部分を除く）に2,000円／㎡を乗じた金額

②助成対象木材を実際に使用した階ごとの床面積の合計（住宅

部分を除く）に2,000円／㎡を乗じた金額

③助成対象木材の調達費

（JAS構造材の材料費およびそれに係る加工費、運搬費）

上記①と②と③を比べて、最も低い金額を助成額とする。

（ 1,000,000円を上限とする。）

■実証支援額個別実証支援



（３）ＣＬＴ（直交集成板）の実証支援額

構造部（壁・床・屋根・横架材）に使用された

ＪＡＳ構造材 「 ＣＬＴ」の調達費

①物件申請時に予定していた助成対象木材の材積量に150,000円／㎥

を乗じた金額

②実際に使用した助成対象木材の材積量に150,000円／㎥を乗じた金額

③助成対象木材の調達費

（ＪＡＳ構造材の材料費およびそれに係る加工費、運搬費）

上記①と②と③を比べて、最も低い金額を助成額とする。

（ 15,000,000円を上限とする。）

■実証支援額個別実証支援



（４）合わせて使う場合

①機械等級区分構造用製材と２×４工法構造用製材

の併用（ 1,000,000円を上限とする。）

②機械等級区分構造用製材とＣＬＴ

または

２×４工法構造用製材とＣＬＴ

の併用（ 16,000,000円を上限とする。）

■実証支援額個別実証支援



■事業の流れ
事務局

（様式１号）事業申請書 の提出

（様式２号）事業受付書 の通知
（＋受付№）

（様式３号）事業採択通知書
の通知（＋実証事業№）

ああ

非住宅物件

活用宣言の登録がなされた

施工業者（工務店 等）

事業開始

工務店 のみ

工務店 ＋ 製材工場
木材流通業者
設計事務所 の連携

例：パターン②

例：パターン①

建て方終了
（様式６号）交付申請書 の提出

助成金交付

（様式７号）交付決定通知書の通知

（様式８号）交付請求書 の提出

物件申請

現地確認

交付申請

（受付）
申請する物件の住所にある

地域木材団体

審査

（受付）
申請する物件の住所にある

地域木材団体

審査

（受付）全国木材組合連合会



Ⅰ：物件の申請

①様式１号
ＪＡＳ構造材個別実証支援事業申請書

提出物

※建て方完了予定日やＪＡＳ材等の
使用予定量の明記

※「ＪＡＳ構造材」の品目の選択
①製材（機械等級区分製材）
②２×４工法構造用製材
③ＣＬＴ

⇒申請後の変更はできません。

②建築工事届のコピー
（建築基準法第15条第1項の規定による）

他の宣言事業者と連名で応募する場合は、
「共同申請者連携」の項目に全ての宣言事
業者名を明記、代表印を押印します。申請する物件の住所にある地域木材団体

提出先

③申請物件の助成対象となるＪＡＳ構造材
が判別可能な平面図・軸組図・梁伏せ図等



Ⅰ：物件の申請

③申請物件の助成対象となるＪＡＳ構造材
が判別可能な平面図・軸組図・梁伏せ図等

使用予定のJAS機械等級区分構造用製材と
それ以外が分かるようにマークします。

図1-1 軸組工法等の平面図(柱伏図)の例



横架材の場合

図1-2 軸組工法等の土台伏図の例

図１-3 軸組工法等の梁伏図の例

使用予定のJAS機械等級区分構造用製材と
それ以外が分かるようにマークします。



■様式２号

ＪＡＳ構造材実証支援事業受付書
■様式３号

ＪＡＳ構造材実証支援事業採択通知書



Ⅱ：交付申請

①様式６号
ＪＡＳ構造材個別実証支援事業

助成金交付申請書

②助成金交付申請額計算表（仮）

③申請物件の助成対象となるＪＡＳ構造材
が判別可能な平面図・軸組図・梁伏せ図等

④助成対象木材の実調達費がわかる資料
（木拾い表や請求書、領収書 等）

⑤記録写真

⑥事業報告書（レポート）

⑦その他

提出物

申請する物件の住所にある地域木材団体

提出先

受付締切
平成３０年１２月２１日



■ＪＡＳ構造材個別実証支援 記録写真

①材料検収写真：荷受け単位ごとに1枚

②助成対象木材の施工後の写真（製材、2×4材の場合は原則としてJASマークが印
字されたものとする。これは部材種ごとにそれぞれ1枚以上必要となる。

③建て方終了後の全景写真を2方向1枚以上ずつ

ア）工事名

イ）撮影日時

ウ）部材種名

エ）位置

※撮影時には必ず、
黒板やホワイトボード等に
ア）工事名、イ）撮影日時
ウ）部材種名、エ）位置を
記入し、対象物と一緒に撮影する。

②

②

③



■ＪＡＳ構造材個別実証支援事業報告書



■ＪＡＳ構造材個別実証支援事業報告書（ＣＬＴ）



Ⅲ：現地確認

事務局および地方木材団体は、

必要があると認めた時は、個別実証事業における
ＪＡＳ構造材の利用状況を確認します。



・個別実証支援の物件申請
受付開始 平成３０年５月３１日 ⇒ 受付締切 平成３０年１０月３１日

・個別実証支援の交付申請 受付締切 平成３０年１２月２１日

■事業期間個別実証支援

適否

〇

☓
様式３号の通知が届く前

に材料調達しているため

〇

☓
様式６号の提出が締切

日（平成30年12月21日)

以降

☓
必ず宣言登録してから

申請してください。

H30.10.1 H30.11.1 H30.12.1 H31.1.1 H31.2.1 H31.3.1H30.5.1 H30.6.1 H30.7.1 H30.8.1 H30.9.1

ＪＡＳ構造材活用宣言事業者への登録募集期間

物件の申請【様式１号（ＪＡＳ構造材個別実証支援事業申請書）】の募集期間

宣言登録

宣言登録

宣言登録

宣言登録

様式１号

の提出

様式３号

の通知

材料調達開始

建方終了

様式６号

の提出

様式７号

の通知

様式８号

の通知
助成金交付⇒ ⇒ ⇒ ⇒

様式１号

の提出

様式３号

の通知

材料調達開始

建方終了

様式６号

の提出

様式７号

の通知

様式８号

の通知
助成金交付⇒ ⇒ ⇒ ⇒

様式１号

の提出

様式６号

（交付申請書）
の提出締め切り

【様式６号（ＪＡＳ構造材個別実証支援事業助成金交付申請書）】の提出期間

様式１号

の提出

様式３号

の通知

材料調達開始 建方終了

様式６号

の提出

様式７号

の通知

様式８号

の通知
助成金交付⇒ ⇒ ⇒ ⇒

様式１号

の提出

様式３号

の通知

材料調達開始

建方終了

様式６号

の提出



〇ホームページでの事業の紹介

ＪＡＳ構造材利用拡大事業の専用ホームページ上で
・ＪＡＳ構造材の活用宣言を登録した事業者の公表・見える化
・説明会 等のイベント日程の告知
・公募要領や申請書様式等のダウンロード ・申請方法の解説

お問い合わせ先：（一社）全国木材組合連合会ＪＡＳ構造材利用拡大事業事務局
TEL 03-6550-8540（平日10：00～17：30） 専用ダイヤル
FAX 03-6550-8541 メール info@jas-kouzouzai.jp

※実証支援事業の申請書は、申請物件の所在地にある地域木材団体（京都府は当会）が受付窓口となります。

mailto:info@jas-kouzouzai.jp

